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�スポーツは競技としてだけではなく、誰もが生涯を通じていきいきと健

康に暮らすとともに、仲間づくりや地域の活性化につなげる役割などが期

待されています。今年３月に策定した大田区スポーツ推進計画では、その

基本理念を「誰もがずっと元気にいきいき 地域の力で未来を築く スポ

ーツ健康都市おおた」と定めています。

区は、区民が一人ひとりの状況にあわせてすすんで参加できるスポーツ

の推進に取り組み、スポーツを通じて、区民が豊かで健康な生活を過ごそ

うという意識をこれまで以上に持っていただくとともに、まちが賑わいと

活力を増していくことを願い、６月３０日に行われた大田区総合体育館オー

プニングイベントにおいて、「スポーツ健康都市宣言」を行いました。

まさに今年は、大田区の『スポーツ推進元年』です。これを機に一層ス

ポーツに親しみましょう！

問合先 社会教育課スポーツ推進担当
ＴＥＬ ５７４４－１４４１ ＦＡＸ ５７４４－１５３９

大大田田区区総総合合体体育育館館がが開開館館（（６６／／３３００））ししままししたた
新体育館は区民の皆さんが、スポー

ツを“観て”楽しみ、“して”楽しむ

ことができるこれまでにないスポーツ

施設です。

“みるスポーツ”として、国内最高

峰のバレーボールやバスケットボール

の試合などハイレベルな国際大会や全

国大会が開催されます。“するスポーツ”として、区民を対象にしたスポー

ツ大会や、ひとりでもスポーツを楽しむことができる多種目のスポーツ教

室が多数開催されます。

ご家族やお友達を誘って気軽に新体育館にお出でいただき、スポーツの

楽しみや感動の場に立合ってください。

●２０１２Ｖ・サマーリーグ女子１次リーグ東部大会

（区民の方先着１日１，０００名、計３，０００名を招待！）

日 時：７月６日（金）１２：００～（８試合）

７月７日（土）１１：００～（８試合）

７月８日（日）１１：００～（４試合）

※８日（日）は試合終了後バレーボール教室を開催します。

内 容：Ｖリーグに加盟する女子バレーボールチームのオープン戦。

申込方法：免許証・保険証など住所が確認できるものを持って当日会場

へ。１，０００名を超えた場合は有料（１，０００円）でご観戦いただけま

す。

●ニュースポーツ（誰でも気軽に楽しめるス

ポーツ）等を楽しむイベント

（当日会場へ、動きやすい服装で「上履き」

を持参）

日 時：７月１４日（土）１０：００～１５：００

内 容：体育館内スタンプラリー、ドッ

ヂビー飛距離大会、玉入れ大

会、柔道接骨師会健康相談、

シニア健康体操、殺陣体験教室、太極拳・気功、キンボー

ル等

●おおたファミリースポーツフェスタ２０１２

（当日会場へ、動きやすい服装で「上履き」を持参）

日 時：７月１５日（日） ９：００～１５：３０

内 容：家族で楽しめるアトラクションや、フットサルエキシビジョ

ンマッチなど多数。

カヌースプリント競技リハーサル大会開催！
カヌースプリントとは、流れのない水面で行われる競技で、カヤック部門と

カナディアン部門があります。１、２、４人乗りの艇で着順を競います。

大田区は来年の「スポーツ祭東京２０１３」において当競技の会場となっており、

今年はそのリハーサルとして関東ブロック大会を開催します。上位入賞選手が、

今年開催の「ぎふ清流国体」に関東代表として出場します。

日 時 ７月１５日（日）１０時１５分～１５時

会 場 京浜南運河特設カヌー競技場（京浜島つばさ公園前水路）

交通手段 ＪＲ大森駅、京浜急行平和島駅より京急バス「京浜島海

上公園」下車すぐ

問合先 社会教育課国体担当

ＴＥＬ ５７４４－１４４１ ＦＡＸ ５７４４－１５３９

大大田田区区でで『『ススポポーーツツ健健康康都都市市宣宣言言』』！！

上記以外にも週４０本以上の体験教室を開催！
１０月からの定期教室の先行申込受付も開始！先行申込の方は特典あり�

問合先 大田区総合体育館
ＴＥＬ ５４８０－６６８８ ＦＡＸ ５７０３－１１０５

スポーツ健康都市宣言記念イベント
スポーツ健康都市宣言を記念し、各イベントを開催します。

誰でも気楽に楽しめますので、ぜひご参加ください。

問合先 社会教育課スポーツ推進担当
ＴＥＬ ５７４４－１４４１ ＦＡＸ ５７４４－１５３９

スポーツしよう
みんな 心も からだも 元気にしよう

スポーツ楽しもう
みんな 世界の人と 手をつなごう

スポーツで健康になろう
いきいき 輝く笑顔いっぱいの まちにしよう

区民がスポーツを通じて健康で豊かに暮らし、まちが賑わいと
活力を増していくことを願い、大田区をスポーツ健康都市とす
ることを宣言する。

平成２４年６月３０日 大田区

スポーツ健康都市宣言

今 号 の 主 な 内 容

日 程 内 容

１０月８日
（体育の日）

区民スポーツまつり
いろいろなスポーツ、レクリエーションを体験する絶好の機会です。
体力測定、健康相談、障がい者スポーツ体験なども予定しています。

１１月１８日（日） ＯＴＡウォーキング
体力に合わせたコースを選び、みんなで区内を廻りましょう。
ノルディックウォーキング体験なども予定しています。

開館イベント

◆新体育館で開催されるこども・親子向けの“スポーツ体験教室！”◆
曜日 教室名 対象年齢 開催日 開始 定員 費用 申込方法

火
親子体操 こども２～３歳

７／３、
１７、２４

１１：００ 先着１５組

５００円
（１日の中
で複数教
室参加
可）

当日会場
へ

キッズダンス ４歳～小学１年生 １６：３０
先着３０名

ジュニアダンス 小学生 １７：３０

木

親子体操 こども１～２歳
７／５、
１２、１９

１０：００
先着１５組

ベビーヨーガ ６か月～１歳５か月 １１：３０
キッズフープ ４歳～小学１年生 １６：３０

先着２５名
ジュニアフープ 小学生 １７：３０

第１１２号 １面 スポーツ健康都市宣言

２面 おおたの教育研究発表会

３面 夏休み子ども対象事業

４面 「子どもガーデンパーティー」

リポート

平成２４年（２０１２年）
７月１日発行

大田区総合体育館

ニュースポーツ
「キンボール」

バレーボール

ゆりーと
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「「おおおおたたのの教教育育研研究究発発表表会会」」ににつついいてて
平成２３年度の「おおたの教育研究発表会」を平成

２４年２月１３日（月）、池上会館にて開催しました。

本会は大田区教育委員会教育研究推進校２年次校

が一堂に会し、２年間の研究成果を発表すること

を通して、各校の授業改善に関する取り組みを区

内に広く普及・啓発し、教員の授業力の向上を図

るとともに、保護者、区民の皆様に本区の教育に

ついて一層の御理解をいただくことを目的として

います。

当日は、２００名を超える教員や保護者、区民の

方の参加があり、半数近くは保護者の皆様でした。

はじめに、全体会で教育委員会事務局小黒指導

課長が「今、求められる学力と大田区の教育」に

ついて講話しました。その後、１０校の研究発表校

が４つの分科会に分かれて研究概要や具体的な授

業実践について報告するとともに、報告後各テー

マに基づき質疑応答を行いました。

第１分科会 テーマ「思考力・表現力の育成」

�山王小学校 �入新井第二小学校
�萩中小学校

思考力・表現力を育成するには、まず、子ども

一人ひとりが自分で考え、その考えを「書く」こ

とが大切であり、その後に意見を交流する中で自

分の考えを修正していくことが重要であるとの報

告がありました。また、指導者が子ども一人ひと

りの力を十分把握した上で指導することや「考え

方」をしっかり身に付けさせることに重点をおい

て指導することの必要性が強調されました。保護

者からは、研究に取り組む学校の姿勢について高

い評価をいただきました。

第２分科会 テーマ「個に応じた指導の工夫」

�千鳥小学校 �石川台中学校
�南蒲小学校

担任と子どもが学習に関する面談を行う「学習

カウンセリング」は、あらかじめ時間を設定した

面接だけでなく、日頃のふれあいの中でも子ども

の向上した部分をほめる心構えが必要なことやそ

の有効性が報告されました。また、学習効果測定

の結果については、一人ひとりの個人票を基に児

童・生徒と面談する方法が紹介されました。

その他、「学力の見える化」を意識して「評価

する規準」を設定することや、「良い点や努力す

べき点については、教師から指摘されるのではな

く、自分で気付くこと」が大切であることなどが

話し合われました。また、習熟度別少人数指導の

配慮点として「クラス分けに際し、事前テストと

本人希望をとる。」「コース変更を認める。」「ワ

ークシートを工夫し、進度を全コースそろえる。」

等が話題になりました。

第３分科会 テーマ「課題解決と学力向上」

�大森第十中学校 �大森第六中学校
中学校での研究は、教科の違う教員同士が目標

達成に向かって刺激し合えたこと、研究を通して

チームワークが良くなったことが成果として報告

されました。保護者からは地域での子どもたちの

積極的な取り組みに関心が集まり、「本校でも地

域と協力して、生徒のボランティアや地域活動を

進めていきたい。」という意見をいただきました。

活発に質疑が行われ、中学校の教育活動への理解

を一層深めていただきました。

第４分科会 テーマ「心と体の育成」

�北糀谷小学校 �馬込東中学校
体育における個人種目では、子ども同士のかか

わり合いが少ないことから、ペア学習やグループ

学習などを意識的に取り入れ、運動が苦手な子に

も達成感が味わえるように言葉かけの工夫をして

きたことが報告されました。また、道徳の研究を

進める中で、道徳授業地区公開講座での地域・保

護者の感想が良い評価に変化してきたといううれ

しい報告もありました。

心や体に関する教育は、すぐに効果が表れるも

のではないが、研究を通して「学校生活の様々な

場面で子どもたちの成長した姿が見られるように

なった。」という成果が報告されました。

自然災害（大規模地震と台風）への
初期対応に関する大田区立学校のガ
イドラインの策定について

教育委員会では、大規模地震と台風に対する区

立学校の初期対応のガイドラインを作成しまし

た。今後、各区立学校では、本ガイドラインを踏

まえて対応をすることになります。

学校の所在地によっては、本ガイドラインに加

えて、さらなる対応や要件を加える必要がある学

校もあります。また、震度４以下の地震の発生や

暴風警報が発令されていなくても、児童・生徒の

帰宅や帰宅後の安全が確保できないと校長が判断

する場合、児童・生徒の学校への留め置き及び保

護者への引き渡し、方面別の集団下校を実施する

ことがあります。

問合先 指導課指導主事 ＴＥＬ ５７４４－１４３５ ＦＡＸ ５７４４－１６６５

積み重ねの教科と言われる算数・数学の学習では、つまずいた所をそのままにしておくと、

その後の学習の理解に支障をきたし、児童・生徒の学習意欲が低下してしまいます。そこで、

各学校では、算数・数学ステップ学習に取り組み、「ステップ学習チェックシート」を活用し

て、教師、児童・生徒、保護者が算数・数学の定着状況を把握しています。

また、教師と子どもが学習カウンセリングを通じて、今後の学習方法について話し合うとと

もに、家庭とも連携して確かな学力の定着を図ってまいります。

「ステップ学習チェックシート」は各学期末に保護者に確認していただきます。学習状

況を振り返り、放課後や土曜日の補習教室への参加や、予習・復習など家庭学習の習慣が

身に付くよう、お子さんへの働きかけをお願いいたします。

算数・数学ステップ学習の推進（小学校３年生～中学校３年生対象）

ステップ学習の
モデル的な流れ

しっかりと学習内容を身に付ける
ために

学習内容の定着率が学校の定めた割

合に達しなかった児童・生徒に「フォ

ローアッププリント」（小学校）、「振

り返ってみよう（プリント）」（中学

校）を配布します。そのプリントの結

果、目標に達した児童・生徒には「ス

テップ学習チェックシート」のチェッ

ク欄に教員がサインします。

定着率

８割未満

算数・数学の授業

学習内容の定着状況をプリントで確

認

（小学校）「たしかめプリント」

（中学校）「たしかめてみよう（プリ

ント）」

授業において、内容のまとまりごと

に１５分間程プリントにより定着率を測

定します。

定着率

８割以上

さらなる学習の発展を目指して

学校の定めた定着率に達した児童・

生徒には、「ステップ学習チェックシ

ート」のチェック欄に教員がサインし、

「チャレンジプリント」（小学校）「チ

ャレンジしてみよう（プリント）」（中

学校）を配布します。このプリントは、

授業で学んだことをより発展させて学

習することで理解を深め、学びを確実

なものとするための教材です。

定着率

８割以上

大田区に暴風警報が発令されている場合

○午前６時に大田区へ暴風警報が発令されてい
る場合は、部活動の朝練習などに参加しない
で自宅で待機し、午前７時に大田区へ暴風警
報が発令されている場合は、臨時休校とする。

○下校時に大田区へ暴風警報が発令されている
場合は、児童・生徒を学校に留め置く。
○暴風警報が解除されるまでは児童・生徒を学
校に留め置き、解除後に方面別の集団下校を
実施する。なお、小学校については、午後６
時以降に暴風警報が解除された場合、保護者
による引き取り下校を実施する。

ガイドラインの概要
大田区に震度５弱以上の地震が発生した場合

【地域に火災や家屋の倒壊などの大きな被害が
確認されたり、電気、ガス、水道等のライフラ
インや道路の寸断等が確認されたりした場合】
○引き続き学校へ児童・生徒を留め置く。
○保護者が引き取りに来た場合は、児童・生徒
を保護者へ引き渡す。

【地域に大きな被害やライフライン、道路の寸
断等がない場合】
○（小学校）保護者による引き取り下校を実施
する。
保護者が引き取りに来るまでは、学校に児童
を留め置く。
○（中学校）方面別の集団下校を実施する。
自宅が損壊している場合など、自宅での安全
が確保されない生徒は学校に戻る。

全体会の様子（池上会館）

� 第１１２号 平成２４年（２０１２年）７月１日おおたの教育
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（南馬込５―１１―１３）

主な交通手段 ◆地下鉄「西馬込駅」から徒歩８分

◆「大森駅」山王北口から東急バス「荏原町駅入口

行き」で「万福寺前」下車徒歩２分

申込方法

いずれも７月１１日（水）から電話で受付（先着順）

ＴＥＬ ３７７７―１０７０ ＦＡＸ ３７７７―１２８３

（平和の森公園２―２）

主な交通手段

◆京急「平和島駅」から徒歩１５分

◆「大森駅」から京急バス「平和島循環」で「平和島５

丁目」下車徒歩３分。

申込方法

いずれも７月１１

日（水）から電話

受付（先着順）

ＴＥＬ

５４７１―０３３３

ＦＡＸ

５４７１―０３４７

申込方法 いずれも往復はがきで申込（抽選）

講座名、参加児童・生徒と保護者の氏名・ふり

がな、学校名、学年、住所、電話番号を明記のこと

申込締切

（７月３１日、８月１日・８日・９日の講座）７月８日

消印有効

（８月２８日の講座）７月２２日消印有効

申込・問合せ先 教育センター教育図書室

〒１４６―００８２ 大田区池上１―３２―８

ＴＥＬ ５７４８―１３０６ ＦＡＸ ５７４８―１３９０

▼日時 ８月１日（水） ９時～１６時３０分

▼会場 区内工場、城南職業能力開発センター大

田校（貸切バスで移動）

▼対象 区内在住・在学の小学４～６年生と保護者

▼定員 ２５組５０名（抽選）

▼参加費 無料（各自昼食・飲み物・筆記用具持参）

▼申込方法 往復はがき 事業名、参加児童と保護者の氏名・ふりがな、

学校名、学年、住所、電話・ＦＡＸ番号を明記のこと

▼申込締切 ７月１３日（金）必着

▼申込・問合先 一般社団法人 大田工業連合会

〒１４４―００３５ 大田区南蒲田１―２０―２０ ＴＥＬ ３７３７―０７９７ ＦＡＸ ３７３７―０７９９

▼会場 大田区社会福祉センター４階会議室

▼申込方法 往復はがき（抽選） 講座名、参加児童・生徒の氏名・

ふりがな、年齢、学校名、学年、住所、電話番号を明記のこと

▼申込締切 ８月３日（金）必着

▼申込・問合先 ボランティア・区民活動センター

〒１４４―００５１ 大田区西蒲田７―４９―２

大田区社会福祉センター５階

ＴＥＬ ３７３６―５５５５ ＦＡＸ ３７３６―５５９０

※夏休み点字教室も行っております。対象・日時等の詳細は、上記に

問い合わせください。

夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子どどどどどどどどどどどどどどどどどどどどもももももももももももももももももももも対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対象象象象象象象象象象象象象象象象象象象象事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業ののののののののののののののののののののごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内
郷土博物館

開催日時 内 容 対象／定員 費用／持ち物

７月２２日（日）
�９：３０～１２：００
�１３：３０～１６：００

まがたま

勾玉づくり ［実験考古学研究会協力］
青田石を加工して自分だけの勾玉を作ります。

小学生以上
各３０名

３００円
ハンカチかタオ
ル

７月２５日（水）
１３：００～１６：００

ペーパークラフト「複葉機」づくり
大正５年に羽田の干潟から飛び立った玉井清太郎の二枚羽根の
飛行機「日本号」のペーパークラフトを作ります。

小学３年生以上
４０名

１００円 はさみ

７月２６日（木）
１３：００～１６：００

麦わら遊び「ホタルカゴづくり」
麦わらで昔の虫かごを作ります。

小学３年生以上
３０名

無料
はさみ

７月２７日（金）
１０：００～１６：００

六郷のとんび凧づくり ［六郷とんび凧の会協力］
江戸時代の終わり頃から六郷地区で作られていた�とんびの形
をした凧�を作ります。

小学４年生以上
と保護者
１５組

１，５００円
はさみ 昼食

７月３１日（火）
１３：３０～１６：００

縄文時代の耳飾づくり ［東京都埋蔵文化財センター協力］
縄文時代の石製耳飾を作ります。

小学生以上
３０名

３００円
ハンカチかタオル

８月２１日（火）
�９：３０～１１：３０
�１３：３０～１５：３０

日本画を描いて掛軸に飾ろう ［鏑木清方記念美術館協力］
日本画の画材を使って持ち寄った画題で和紙・色紙に絵を描
き、掛軸に仕立てます。

小学生以上
各１５名

１，０００円
描きたいものの
写真かスケッチ

８月２４日（金）
１３：００～１６：００

大森麦わら張り細工
染色した麦わらの張り絵で、世界で一つの麦わら張り細工を作
ります。

小学４年生以上
４０名

３５５円
はさみ

大森海苔のふるさと館
開催日時 内 容 費用／持ち物

７月２２日（日）
１３：００～１５：００

ヨシでコースターづくり
自然素材のヨシを編んでコースターを作ります

無料

７月２９日（日）
８月２６日（日）
９：３０～１２：３０

浜辺の生き物探検隊 ［東京海洋大学海洋科学部協力］
ふるさとの浜辺の生き物を通して、海とくらしの関係について
学びます。

１００円 タオル、濡れても良い靴
と服装、帽子

８月４日（土）
１３：００～１５：００

タペストリーをつくろう
海苔網を編む手法で、タペストリー（壁掛け）を作ります。

無料 はさみ

８月５日（日）
１０：００～１２：００

自由研究で海苔を調べよう
海苔の話を聞き、記録映画を見て、海苔作りの方法や歴史を学
びます。

無料 筆記用具、ノート

８月１８日（土）
１３：００～１６：００

ペーパークラフトで海苔とり舟をつくろう
江戸時代から使われていた海苔とり用のベカブネを、ペーパー
クラフトで作ります。

１００円 はさみ

８月１９日（日）
１３：００～１５：００

貝細工づくり
貝殻を組み合わせて、具の工作をします。

無料

◆対象は小学校３年生以上。定員は各回とも２０名。「自由研究で海苔を調べよう」のみ定員３０名。

教育センター 子 ど も
科学教室

開催日時 内容 対象／定員 費用／持ち物

７月３１日（火）
�１０：００～１２：００
�１４：００～１６：００

子ども講座「大きな結晶作り」
ミョウバンの飽和溶液を作り、その中に種結晶をつり下げて結
晶を成長させます。

小学５年生～
中学２年生
各４０名

無料
筆記用具、
レジ袋

８月１日（水）
�１０：００～１２：００
�１４：００～１６：００

子ども講座「葉脈標本を作る」
ヒイラギモクセイの葉を水酸化ナトリウム水溶液で煮て葉肉を
軟らかくして、葉脈だけを取り出します。

小学５年生～
中学２年生
各２０名

無料
筆記用具

８月８・９日（水・木）
（８日）１０：００～１２：００
（９日）８：３０～１６：３０

子ども講座「生命の星・地球を学ぶ」（二日間）
（８日）事前学習「生命の星・地球について」（９日）「地球博物館
見学と地層観察」（会場：小田原市「県立生命の星・地球博物館」）

小学５年生～
中学２年生
２０名

無料 筆記用具
（９日は弁当・
水筒）

８月２８日（火）
�１０：００～１２：００
�１４：００～１６：００

親子講座「七変化万華鏡作り」
ビーズ等を入れるキャップの部分をビー玉や液体入り試験管に
替え、ちょっと変わった万華鏡を作ります。

小学３・４年生
と保護者
各２０組４０名

無料
筆記用具

産業のまち発見隊

夏休み子ども手話教室
日 時 内 容 対 象 定 員

８月２１日（火）
�１０：００～１２：００
�１３：３０～１５：３０

手話で自己紹介、単語を覚え、「聞こ
えない」ことについて一緒に考えます。

�小学１年生～４年生
�小学５年生～中学３
年生

各３０名

８月２２日（水）
１０：００～１２：００

手話で歌を歌ったり、手話でコミュニ
ケーションをすることの楽しさを体験
します。

小学１年生～中学３年
生

６０名

�
六
郷
の
と
ん
び
凧
作
り

▲ホタルカゴづくり

▲浜辺の生き物探検隊

�
産
業
の
ま
ち
発
見
隊

工
場
見
学

◆参加費 無料

工場見学と
ものづくり体験

平成２４年（２０１２年）７月１日 第１１２号 �おおたの教育
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今年で６１回を迎えた大田区子どもガーデンパ

ーティーは、地域の方々の手による子どもたち

のお祭りです。身近な環境の中で、子どもたち

が地域の人々と触れ合う機会を作るとともに、

心が通い合い、いつまでも住んでいたいと思え

るコミュニティーづくり

をすすめることを目的と

しています。区内１０会場

で開催され、毎年多くの

子どもたちで賑わってい

ます。

毎年年明け頃から各会

場に実行委員会が組織さ

れ、本番に向け少しずつ

準備が始まっていきま

す。４月２２日（日）の子

どもガーデンパーティー

当日は雨天も想定されま

したが、何とか天気はも

ち、各会場とも晴れのプ

ログラムで行うことがで

きました。例年通り、午

前１０時の開会には各会場

とも大勢の子どもたちであふれかえりました。

会場ごとに催し物は異なりますが、今年も人

気の巨大トランポリン、アスレチック、スポー

ツ吹き矢、ストラックアウトなどの各種ゲーム

コーナーが設置され、元気に遊びまわる子ども

たちの姿が見られました。また、警察・消防コ

ーナー、防災体験や小中学校などによる各種シ

ョーも行われ、子ども・大人・協力者が一体と

なり、会場は熱気に包まれました。

不安定な天気にも関わらず、今年の子どもガ

ーデンパーティーは１０会場合わせて４万２，０００

人を超える参加者がありました。これも、準備

段階から多大なご協力をいただいた実行委員を

はじめとする地域の方々のお陰です。

４月２日から終戦直後の蒲田を舞台にしたド

ラマ「梅ちゃん先生」が始まり、子どもガーデ

ンパーティーの会場には「梅ちゃん先生」の昇

り旗が立っていました。子どもガーデンパーテ

ィーも「梅ちゃん先生」の学生時代とほぼ同じ

頃、終戦間もない昭和２５年に第１回が開催され

ました。当時とは時代は変わりましたが、昨年

の東日本大震災を経験し、改めて地域のコミュ

ニティーづくり、ふれあいの場の重要性を再認

識した今、子

どもガーデン

パーティーは

とても有意義

なイベントで

あると考えて

います。

問合先 社会教育課青少年担当

ＴＥＬ ５７４４－１２２３ ＦＡＸ ５７４４－１５３９

夏のわくわく
スクール

大田区立学校では、夏季休業中

に「夏のわくわくスクール」を開

催しています。これは、体験活動

の充実を図り、児童・生徒の個性

や能力を伸ばすことを目的とする

講座です。

原則として、学校は全児童・生

徒が期間中に１回は受講できる機

会を設定しており、講座の指導に

は、当該校の教職員だけではなく、

多数の保護者や地域の方々にも協

力をいただいています。

昨年度の講座数は、小学校で延

べ１，９５４講座、中学校で２１８講座（一

校平均で小学校で約３２．６講座、中

学校で約７．８講座）でした。

問合先 指導課指導主事

ＴＥＬ ５７４４－１４３５

ＦＡＸ ５７４４－１６６５

学校デビュー応援プログラム（家庭教育学習会）
小学校入学に向けた親と子の心の準備

子どもたちが楽しい小学校生活を送るためには、学校だけではなく

地域でのサポート、そして何よりも家庭での教育が大切です。子ども

のペースを大切にしつつも、自立への一歩を踏み出すために、子ども

としっかりコミュニケーションをとり、保護者同士・地域や学校との

関わり合いを深めることが大切です。

教育委員会では、幼稚園・保育園から小学校への入学を円滑にすす

めるために、おおた教育振興プランに基づき「学校デビュー応援プロ

グラム（家庭教育学習会）」を実施します。入学を控え、家庭内での

教育に不安をお持ちの保護者の方に、講演やワークショップを通し、

子育てに役立てていただくことを目的としています。また、年長児を

対象に、集団活動や学校を見学する「子ども教室」を併設します。

ぜひご参加ください。

▽学習会名 「入学前の夏、親子で学校へ行こう！」

▽日 時 �７月２９日（日）午前１０時～１２時 糀谷小学校

�８月６日（月）午前１０時～１２時 東調布第三小学校

��共通 保育付（１歳６ヵ月～年中児相当年齢対象）

申込・問合先 社会教育課社会教育担当

ＴＥＬ ５７４４－１４４７

ＦＡＸ ５７４４－１５３９

教育委員会の主な議題

□平成２４年第３回定例会

�大田区教育委員会事務局処務規則
の一部を改正する規則 外８件

□平成２４年第４回定例会

�大田区立伊豆高原学園の指定管理
者の選定について 外２件

□平成２４年第１回臨時会

�「スポーツ健康都市宣言」について

教育委員会定例会の開催予定日

□日時 平成２４年７月２５日（水）

平成２４年８月２２日（水）

平成２４年９月２６日（水）

□時間 午後２時から

□場所 本庁舎６階教育委員会室

※予定が変更になる場合もありま

す。傍聴を希望される方は、あらか

じめ下記までご確認ください。

問合先 教育総務課庶務係 ＴＥＬ ５７４４－１４２２ ＦＡＸ ５７４４－１５３５

中学３年生・高校３年生の学習塾などの受講料
高校・大学受験料を無利子でお貸しします。

（受験生チャレンジ支援貸付事業）

対 象

中学３年生・高校３年生の子がいる世帯の生計中心者（２０歳以上）

で、次の全てに該当する方

�課税所得又は前年の総収入金額が一定の基準以下である。
（総収入額の目安 扶養１人年額２６０万円以下 扶養２人年額３２０万円

以下）

�預貯金等の資産が６００万円以下（世帯）である。
�居住用以外の不動産を所有していない。
�都内に引き続き１年以上在住（住民登録）している。
�生活保護受給世帯ではない。（下記※印参照）
�暴力団員が属する世帯の構成員でないこと。
貸付条件 連帯保証人が一人必要です。その他詳細はお問合せくだ

さい。

貸付資金

�学習塾・各種受験対策講座・通信講座等の受講費用
上限２００，０００円

�高校受験料（中学３年生） 上限２７，４００円

（４校まで。１校あたり上限２３，０００円）

�大学受験料（高校３年生） 上限１０５，０００円

（３校まで。１校あたり上限３５，０００円）

その他 学校教育法に規定する高校・大学等に入学した場合は、申

請により返済が免除されます。

問合先 大田区社会福祉協議会（９時～１７時 土日祝休）

ＴＥＬ ３７３６－２０２１ ＦＡＸ ３７３６－２０３０

※生活保護受給世帯にも、学習塾等の費用を支給する制度があります。

詳しくは担当のケースワーカーにご相談ください。

「子どもガーデンパーティー」リリポポーートト

子どもガーデンパーティー会場（蒲田西会場）

「
梅
ち
ゃ
ん
先
生
」
幟
旗
（
池
上
会
場
） 巨大トランポリン（平和島会場）

給食体験教室

エコクラフト

� 第１１２号 平成２４年（２０１２年）７月１日おおたの教育


